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349　心身障害児 の 身体的 ・ 心 理 的特徴 に つ い て ：山下功 （九 州 大 学）

　　　　 昭 和 33年 10月 よ り九 大 小児科外来 で 発達検査 知 能検査 を心 身 障害児に 対 して 行 い ，一
応 の 結果 を得 た の で 報

　　　告 す る。尚子 供 の 発 達 を各 能 力 別 に測定出来，簡単に 記 録 出来 る よ うに 考案 した 乳幼 児分析 的 発達 査 法 に つ い て

　　　 も併せ て報告す る 。

35蒼　心的飽和 に つ い て の 案験的研兜 5 塚本三 朗 （早 稲 田大 学）

　　　　CA13 ・ 5才 ，　 IQ　60，　 MA 　8 才 の 精薄群 A を選 び，　 A 群 と MA が 等 しい ，年長 精薄群 B ，正 常 群 C ，及 び CA

　　　が 罅 しい 正 常群 D を作 り，．こ の 4群 に 心 的飽和 の 実験 を施 行 し，（1）共 飽和率 ， （2麓 和時間 ， （3 ）作 業 量，（4）作 業 速

　　　度，（5）描画 の 変容，  課 題 の 難 易 評定 と飽 和 時 間 の 関係 の 6 項 目を 検 討 し た 。 ω で は 正 常 群 が 精薄群 よ り 高 い

　　　 が ，、B 群 が A 群 よ り高 か っ た 。 （2）で は 正 常 群 が 長 く，　 A 群 を除 く 3 群が 課題が 進む に 従い 短 くな る傾 向 を 示 し

　　　 た 。 （3）C4）で はMA の 同 じ 3 群 と，　 D 群 の 間に 差が み られ ， （5｝で は D 群 以 外 は，様 々 な変容 を示 した 。 （6）で は課題

　　　 の 鍍験 者 に よ る難易評定 と ， 飽 和 時 間 と の 問 に は，相 関 が あ ま り認 め られ ない とい うこ と が わか っ た 。

352　ろ う 生徒 の 読唇に つ い て の
一

分析 ：佐 々木一洋 （東北大学 ）

　　　　読唇研究は 読唇に 関連す る諸 要 因，た とえ ば 類似唇歯型語の 弁別力 ・筆答式言 語力 ・ス パ ン テ ス ト・置換 テ ス

　　　 ト
・同 じ 材料 に よ る ち が う話 者 で 読唇成績 な ど に つ い て 研究 が な され て き て は い る が ， 読唇関連要因論に 関 して

　　　 は 尚複 雑 な 問 題 が あ り読唇 の 基本的特i生が あ ぎ らか に な っ

』
た わ け で は な U・

。 本研究 は こ れ ら の 諸 結 果 を ふ ま え

　　　 て ，聾 生 徒 特有 の 言 語型 式 と読唇 との 関 係 を読唇実 験 に よ っ て 見 た もの で あ る 。 日常 生活 に 於い て 使用 して い る

　　　 言 語 型 式は 読唇成繍 こ 影響を 与 え て い る よ うで あ る 。

〆 353　映画 に よ る読話 テ ス トの 試み （1） ：  中野善達 ・
尾島碩心 （東京教育大 学）。  松尾 安雄 （川 崎 ろ う学校）

　　　　 Face −to−face 事態 を使 っ て の読話 テ ス 1・は 結果 に 客観
1

性が 乏 し く， か つ 資 料 の 相 互 比 較 も困 難 で あ る 。そ

　　　 こ で 我 々 は 映画 に よ る 読 話 テ ス トを試み た 。 こ こ で は，そ の 結果 及 び応 答 の 傾向を考察 し ， 更 に 同
一

被験 者 に 施

　　　行 した 別 の フ ィ ル ム テ ス トの 結果 （第28回応 心 発 表 ） と を 比 較倹討 す る。被 験 者 は，神 奈川 県 内 の A 。B ・C ・D

　　　 4，つ の ろ う学 校児童生 徒 （小学 4 〜中 学 3 ）242 名。 検査材料 に は 2 〜7 の 文 節 を有 す る15の 文 章を用 い ， 各文

　　　章は 画 面に 現 わ れ る人 物 に よ っ て 2 回繰 り返 され る。テ ス トは 1 回 に 8 ほ ど ず つ 昭 禾目36年 2月か ら 7 月まで の 期

　　　 間 に な され た 。

354　同上 （］）

　　　　本 テ ス ト （M ・film と略） で の 結 果 及 び，話 し手 ・検査材料 の 異な る別 の テ ス ト（28回応心 発 表 T −film と 略）

　　　 の 結 果 は 表 の 如 くな る 。

　 M ・film

　 　 M 　　　S ．D
A28 ．4 　12．9
B21 ．3 　 1ユ．5

C23 ．8 　13．5
D27 ．8 　15 ．8

T − fiIm

M 　　　 S．D
52．4　　　21，1

48．6　 　 19．4
55．4　　　25．4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　M 　　24．4，　　　　　　　　 51．O

　M と T と の 順 位相 関 は A で rs ＝0．83　 C で rs ； 0．73　 D で re ＝ O．9工と極 め て 高 い。成績 は 個人 差が 著し く大

き く、 ま た 文章 に よ る読話 明瞭度 に も有意 な 差 が あ る 。 誤 りの 分 析 結 果 は，か な り顕著 な傾 向 を認 め 得 た 。
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